





















































































































































































































































































最近低下していることを報告した。彼女は招待講演の最後を autism-friendly society, 
inclusion or exclusion? （自閉症に友好的な社会、インクルージョンかエクスクルージョ
ンか？）ということばで締めくくった。自閉症の個人の治療とは別に社会の在り方も見直
される意味が大きいだろう。 
Defeat Autism Now? 
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３ 病気としての自閉症の研究と治療にむけて 
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   ４ おわりに 
 
この度の翻訳出版に当たっては、バーンバウム先生に特別に「日本語版序文」を書いて
頂いた。そこには、思いもかけず、自閉症である弟さんのエピソードが綴られていた。心
に沁みる話であった。このような体験が彼女にあったからこそ、むしろ本書の議論は、か
くも極端な戦略のもとに抽象的な水準で進められねばならなかったのかもしれない。 
この「序文」にも登場する二名の金沢大学の若き研究者、永田伸吾さんと相川隆行さん
は、彼女との縁でケント州立大学に留学する機会を得た。今回、彼女への感謝の意を表し
たいということで、その「序文」の翻訳を申し出られた。お二人に翻訳をお願いした次第
である。また相川さんには、索引の翻訳と該当箇所のチェックもして頂いている。感謝申
し上げたい。 
本邦訳の分担については第１節に述べた通りであるが、重松さんにはあまり馴染みのな
い議論や用語でご苦労をおかけした箇所が多々あり、いささか申し訳なく思うと同時に、
訳文のこなれた仕上げには深く感謝申し上げたい。ただ、監訳の段階でバーンバウム先生
と本の内容に関するやり取りを何度か重ね、訳文の変更や相当な意訳もいくつか行ったの
で、むしろこの最後の監訳過程で思わぬ誤解や間違いが発生したかもしれない。その意味
で、本翻訳に関する最終的な責任はすべて監訳者にある。大方の叱正を待つばかりである。 
 なお、本書における引用文献のうち、すでに邦訳のあるものに関しては大方それに従っ
たが、こちらで訳を変更したものもある。最後に、引用させて頂いた邦訳者の方に、この
場を借りて感謝の意を表したい。 
